
 

 

 

 

★自然災害共済からお支払いした主な共済金は 

どのような事由によるものだったのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★風水害によりお支払いした共済金は、どのような損害が多かったのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     100万円超の一部損壊の中には、雪害や台風による被害が多くありました。 

     自然災害は、災害が収束してから被害状況を把握しご報告をいただくため、災害発生から 

     ご請求までに大きな時間の経過が見られます。 

（この集計にも 2010～2011年の冬に発生した日本海側雪害や、 

2011～2012年の冬に発生した北海道・日本海側雪害が多く含まれています。） 
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★お支払事由 TOP３ （2012年８月～2013年８月の集計） 



 

 

 

 

★2012年 8月～2013年 8月の間、どのような災害に共済金をお支払いしたのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ●１位 ： 北日本域雪害 （2012～2013 年冬） 青森・岩手・秋田・山形・福島・新潟・北海道など 

       ●２位 ： 九州北部豪雨 （2012 年 7 月 12 日） 福岡・熊本・大分など 

       ●３位 ： 北海道・日本海側雪害 （2011～2012年冬） 北海道・秋田・山形・新潟・富山など 

       ●４位 ： 台風 16号 サンバ （2012 年 9 月 15日） 兵庫・広島・福岡・長崎・鹿児島など 

       ●５位 ： 台風 17号 ジェラワット （2012 年 9月 29 日） 神奈川・静岡・愛知・三重・大阪 

和歌山・鹿児島・沖縄など 

 

この他にも、日本全国で多くの自然災害が発生しました。 

災害に遭われた直後は「備え」の必要性を感じていても、時間の経過とともに遠い記憶となり

気が付けば何の備えもしないまま今日に至っている・・・なんていうことはありませんか？ 

 

 

★火災共済のみにご加入の場合、お間違いのないようご注意ください。 

火災共済から支払われる風水害の最高保障額は 1,200万円 （建物８００万円、家財 400万円）です。 

火災共済の最高保障額 6,000万円 （建物 4,000万円、家財 2,000万円）ではありません ! 

 

★自然災害共済の【大型タイプ】をセットして充実の保障 

風水害の最高保障額は 4,200万円 （建物 2,800万円、家財 1,400万円）と、より大きな安心を 

得ることができます。この機会にぜひご検討ください。 

★ お支払額の多かった風水害 TOP5  
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